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ア チ ッ ク 民 具 研 究 の 道 す じ

収蔵状況とのかねあいにおいて

中 村 俊 亀 智＊

The Attic Museum, its Contribution to Japanese Ethnology

Shunkichi NAKAMURA

   In 1921 the Attic Museum was founded at Mita, Minato-
ku, by Keizo Shibusawa. He and his followers conducted 
studies on the folk tools and utensils of Japan. Although 
they presented their research results on footwear, snow shoes, 
and basketry, among other topics, and they contributed much 
to material culture studies, in Japan, their work is little known. 
I have analized the Attic Museum catalog and investigated 
how the collections were actually used in the studies made by 
Shibusawa and his associates.

１．報告のあ らま し

Ｅ．ＥＭ の収蔵方式

皿．研究 とのかねあい

ｗ．課 題

　 １． 報 告 の あ らま し

１９２１年，東京三田に結成されたアチック ・ミュー ゼァム （以下 ＡＭ という）は，

およそ１０年後，独自の民具分類体系をもつにいたった。 この体系 （附表１，以下 ＡＭ

民具分類 という） はＡＭ の 「民具蒐集調査要 目」に具体的 にの べ られているが ［ア

チック・ミューゼァム　１９３６ｂ：１－１２］，それはまた標本資料の置き場所さえ許すなら・

たとえば図書のＮＤＣ （日本十進分類法）や ＵＤＣ　（国際十進分類法） のように資料

の配架にもいかせるよう考えられていたふしがある１）。

＊国立民族学博物館第 ５研究部

１）もちろん標本資料と しての民 具で は，図書のよ うに形がそろっていないか ら，分類そのまま

の順序で配架す ることは普通の場合 にはむずか しい。 なお， ＡＭ 民具分類 （附表 １） は ＡＭ

の１０年あま りにわたる民具の収集と収蔵の経験か ら生まれたか ら，たいへん現実的で しか も便

利につ くられてい る。現在では これを使 う人 はほ とん どないけれ ども。
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　その理想は，１９３８年開館 した財団法人 日本民族学協会附属民族学博物館 （以下 ＥＭ

とする） において一部実現されるが，それは実際にはどのようなものだったのだろう

か。

ＡＭ でもＥＭ でも，資料 の整理 と収蔵の仕事 は直ｉ接研究に結びついていたが，

ＡＭ や ＥＭ では ＡＭ 民ｉ具分類をあて はめて，実際にはどのような群をつ くり，そ

こからどのような研究をひきだそうとしたのだろうか。

　 この…報告は ＥＭ の終りの頃つくられた標本資料の所在簿を手がかりに，　ＡＭ，　ＥＭ

内部ですすめられていた研究の様子を思いうかべながら，以上の点をまとめたもので

ある。

　収蔵のやり方は標本資料のいれものとしての建物や収蔵設備とも関係するから，ま

ずその様子から説明しておこう。

皿．ＥＭ の収蔵 方式

１９３８年，東京北多摩郡下保谷 （現保谷市東町）に ＥＭ の本館が建 て られた。木造

平屋建て １１８８ｍ２。その巨大な切妻の屋根には明りとりがあり，ひろい廊下を中心に

４陳列室， ５収蔵室，３整理室，それに応接室，映写室，工作室，宿直室などが配置

されていた （図 １）。

　 この建物を，一般の人たちにも公開されていた陳列室 ・応接室 ・映写室などの部分

と，一般の人たちには公開されない （特定の研究者などに公開される）部分，通路 ・

宿直室などの部分にわけ，図 １をもとにして，それぞれが建物全体にどれほどの割合

をしめていたかを出してみると，つぎのようになる。

　Ａ　公開部分

　　 陳列室　　　　　 ４０．６％

　　応接室　　　　　 ・１．２％

　　 映写室　　　　 　　３．４％

　Ｂ　非公開部分

　　収蔵室　　　　　　３２．５％

　　 整理室，工作室　　 ８．５％

　 Ｃ　その他

　　 通路， トイレ　　　１０．Ｏ％

　　 宿直室，土間　　　 ３．８％

　 このうち整理室，工作室はほどな く収蔵庫となったから，ＥＭ では陳列のたあの広
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図 １　 財団法人 日本民族学協会附属民族学博物館 （１９３８－１９６２）本館の平面

さと標本資料の収蔵部分 とがほぽ同じ割合をもっていたことがわかる。その点から，

ＥＭ は建てはじめから展示中心の建物としてではなく，多 くの標本資料を保存し，研

究に役立たせるであろう研究施設として計画 されていたことがわかる。

　 ５っの収蔵室は入口に近いところか ら，便宜的に第 １室，第２室，第 ３室，第 ４室

とよばれ，いちばん奥まった大収蔵室はまんなかから２部分にわけ，第 ５室，第６室
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となっていた。ＥＭ が解体 されたとき，第 ５・第６室にはＡＭ か ら移 された国内外

の標本資料。第 ４室には財団法人日本青年館から移管 された資料。第 ３室は日本民族

学会が１９３８年に派遣 したバサリン調査によって集まった資料，同１９３７年北千島占守島

の発掘調査の出土資料など。第 ２室は，一名漁具室といって漁業関係の標本資料。第

１室はＡＭ 以後に集まった資料。 整理室には第 ２次大戦前シンガポールで集められ

たインドネシァやオセアニアの資料。それに台湾のカゴ細工などがおかれていた。陳

列室の一部には１９５７年以降３次にわたって派遣された東南アジア稲作民文化総合調査

団収集の資料が常時陳列されていた。

　このように，結果的にみて，ＥＭ では集まって くる資料をまず集めてきた人別 （採

集者，収集者別）にわけ，場所をかえて収蔵する方式がとられていた。それは，おお

くの場合，ＥＭ のいい方にしたがえば地域文化別，むしろ種族文化別に標本資料をわ

けてお くやり方でもあった。

　第 １室には壁に木の作 りつけで押入のよ うな棚， 第 ２・第３室は奥行 ４５ｃｍ ほど

の移動できる粗末な木の棚，第５・第 ６室には奥行 ９０ｃｍ，幅 １８１．８　ｃｍ，高さ ２．５　ｍ

くらいの木の戸棚があり，資料を保管するのにつかわれた。

　第 ５・第 ６室の戸棚は上中下 ３部分からなり，下段は４っの引出し，中段は中がみ

えるガラスの戸棚，上段 は戸袋になっていた。この戸棚は，建物を解体するときわか

ったことだが，四隅に支柱をたてた作 りつけのもので，支柱は床板をつきぬけて床下

まで深 くつきささっていた。

　 この戸棚は，下段の引出しへ衣類をいれ，中段のガラス棚には履物をいれ，上段の

戸袋へはワラ細工の しめ飾りの類をいれるとい うように，つとめて ＡＭ 民具分類体

系を生かすように，同 じ民具は同じ場所にまとめてお くよう工夫 してあった。

　なお， これらの戸棚にはいりきれないものは壁に釘を打ってそれにかけ，戸棚の中

段のガラス戸のなかは，いまでいう収蔵展示風に整理されていた。

　ＡＭ 以来の資料を収めた第５ ・第６室では，とくに同じ民具が数多 く集まっている

ような場合，それ らを形の違いによってわけ，さらにそのなかは県別にわけて配架す

る方式がとられた。

　原則的には以上のようであったとして，実際にはＥＭ ではどのように民具をわけ，

どのように配架 していたのだろうか。

　１９６２年，ＥＭ の標本資料が国に移り，当時の文部省史料館へ移されるようになった

とき，資料の収蔵状況の もとの形を尊重 し，同じ棚にある民具は同じ箱にいれて運び，

ＡＭ の民具分類をなるべ く生かす方法がとられた。附表 ２は第 ５・第 ６室 と第 ２室の
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分の箱の番号，内容 点数 （件数）を，そのとき作 られた ＥＭ の 『民具標本所在簿』

から抜きだしたものである。

ＡＭ や ＥＭ では理想としては，同じ民具は同じ場所にまとめてお くべきものだった

のだから，附表 ２とＥＭ の収蔵状態を思いうかべながら，この所在簿からさらに同じ

ものの箱同志をまとめ，その収集場所（所用地）別にわけてみると表 １のようになる２）。

　表 １は，ようやくその土台をかためつつあった ＡＭ や ＥＭ の民具研究がどれほど

の研究素材の上にきずかれつつあったか （もちろん館に集められた資料以外の資料に

ついてもおお くの調査がなされた），そのひとつの目安にすることができる。

　 もしそうだとしたら， これらの標本資料はどのような研究に結びつき，どのような

研究方向をひらいていったのだろうか。

　ＡＭ，　ＥＭ の仕事は，まだ充分に紹介されていないのだから， 表 １の順序にしたが

って大筋をみてゆこう。

㎜．研 究 との か ね あ い

　 １． 食 器 ・台 所 用 具 な ど　 わ ん （椀 ， 碗 ）， 木 鉢 ， 皿 ， か め ・壺 ， 柄 杓 ， 杓 子， 桶 ，

た らい ， メ ンパ ， 鍋 ・鍋 と り ・鍋 しき， べ ん け い， 火 打 が ね ・火 打 石 ・火打 箱 ， 箒 ，

雪 か き， そ の他 。 １９６０年 代 の は じめ まで に約 ４２０点 以 上 を 集 め る ことが で きた。 標 本

資 料 が 収 集 さ れた 県 の 数 は全 都 道 府 県 の８３％ （これ を収 集 県率 とい って お く） に た っ

した 。 そ の な か に は その地 方 独 特 の もの が 含 ま れ て いた 。 これ らの 資 料 を も とに して

ＡＭ や ＥＭ の人 た ち は民 具 と して の食 器 や 台所 用具 の さ まざ ま と， おぼ ろげ な が ら，

その 輪 郭 とを つか む こ とが で きた ［宮 本 　 １９７３：４５－５６］。

　 しか しこの分 野 の 資 料 は， い わば くれ 手 （寄 贈者 ・寄 託 者 ・貸 主 な ど） 本 位 で集 ま

る もの が 大部 分 ３）。 ＡＭ で は木 地 屋 の 人 た ち の 仕 事 や 曲物 な ど に も注 意 して い た が

２）記録によって ＥＭ の収蔵状況を具体 的に知るには ２つ の や り方 が考え られる。 ひ とつは

　 『民具標本収蔵原簿』の備考欄に記入 されている収蔵場所 の番号 （記入されている ものと，い

　 ない ものとがある）を もとに してある棚に どれほどの民具がおかれていたかを推 しはかるや り　
方。 もうひ とつが 『民具標本所在簿』 によるや り方である。前のやり方には多少の不安 があ っ

　 たので，今回は後のや り方 に したが った。　　
ＥＭ の開始期か ら６０年前後まで標本資料の整理にたずさわ られたのは宮本馨太郎先生であ る。

　 宮本常一先生は 日本常民文化研究所だった し，正面 きって民具学を提唱されるよ うになるの は

　 ず っと後の ことだった。この報告で引用 した文献に宮本馨太郎先生の文献が多いのはそのため　
である。 とくに宮本先生 が病気にな られてか らは八幡一郎先生が財団の博物館担当理事 と して

　 全体 を指導された。
３）ＡＭ，　ＥＭ の標本資料の集め方には ２つのや り方があ った。 ひ とつは集め手 として の館 自体

　 が特定の資料を限定 して集めた場合 ，もうひとつ は多少の枠や集め手のえ りこのみはあるか も　
しれないが， くれる人 （くれ手）の もって きたものは，おおむね何で ももらってお くや り方で

　 あ る。ある資料を集める場合 この ２つ のや り方 は併用 されるのが普通であるが，前 のような傾

　 向がつよいのを集 め手本位 ，後の傾 向がっよいやり方を くれ手本位 とい うことに しよ う。資料

　 の集め方 には寄贈，寄託，購入，借用 ，交換，移管，などの方法があるが，ＡＭ ，　ＥＭ では原　 則的
に寄贈 （くれ手が資料を寄贈する）であ った。

　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　 ８４３



表 １　『民 具 標 本 所 在 簿』の 内 訳

ft ti

0.-

１，食 器 ，台所 用 具　 （１１
，１２，１３，１４）

２ 自在 か ぎ（１１）

３ ラ ンプ ，行 燈

　 （１２）

４ 煙 草 い れ （１４）

５ 笠 （１５）

６ 衣 類 （１５）

７ みの ，シ ュロ帽

　 子 （１５）

８ わ ら ぐつ，草 履

　 あ しな か，草 鞍

　 （１６）

９ 下 駄，竹 下 駄

　 （１６）

１０ 田下駄 （１６）

１１ か ん じき （１６）

１２ お は ぐろ道 具 ，

　 くし ・かん ざ

　 し類 （１７）

１３ きね ，うす （１３，

　 ２１）

１４ 農 具 （２１）

１５ 蚊 や り，砥 石 袋

　 （２１，２２）

１６ 金自，錠 さ や （２２）

１７ 狩 猟 具 （２３）

１８ 漁 具 （２４）

１９ 紡 織用 具 （２５）

２０ 畜 産 用 具 （２６）

２１ ふ ご，踏俵 ，い

　 じこな どの ワ

　 ラ細 工

２２ 竹 筒 ，さ しな ど

　 の タ ケ細 工

２３ ふ るい，いか き

　 （２１）

２４ 背 負 い 運搬 具

　 （３０）

２５ こだ し，て こ類

　 （３０）

２６ そ り，ネ コ車

　 （３０）

２７ 天 秤 棒 （３０）

２８ 信 仰 ，行 事 用 具

　 （６２，６３）

２９ た こ，羽 子板 ，

　 こま な ど（７０）

３０　笛 （６４，７０）

３１ 人 形 な ど（８０）
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備考の数字は箱の番号，〔　〕の数宇は国外を含めた合計
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［高 橋 　 １９３９：２８－４３］，た とえ ば 後 の ア シナ カ の よ うに， ひ とつ ひ とつ の民 具 につ い

て そ の広 が りを 調べ 作 りや な り立 ち を調 べ るに は いた らな か った の で は な か ろ うか。

　２． 自在 か ぎ 　２１点。 収 集 県 率 １８％ 。 くれ 手本 位 で集 め られ た。

　３． ラ ン プ ・行 灯 な ど　 照 明 用 具４４点。 収 集県 率 は ２６％ にす ぎな か った が， それ ら

の 資料 を も と に して庶 民 生 活 に お け る灯 火 の 移 りかわ りを推 しはか る こ とがで きた

［宮本 １９６４］。 ＥＭ で はそ れ らの研 究 に もとつ いて借 出 し移 動展 用 の 標 本 資料 を組 み，

灯 火 の変 遷 につ い て のパ ンフ レ ッ トが つ く られ た。 大 部 分 くれ手 本 位 で 集 め られた 。

４． 煙 草 い れ ＡＭ の分 類 で は煙 草 の関 係 は飲 食用 具 と同 じ 項 目に いれ られ た。 こ

の 分 野 の資 料 も くれ手 本 位 。 それ で もい ろ い ろな形 の もの が 集 ま った 。

　 ５． 笠 １９３８年 ， 民 族 学 研 究所 関係 の仕 事 と して， 当 時一 般 で つ か わ れ て いた笠 （当

然 農 山 漁村 中心 ） の 全 国 的 ア ンヶ 一 ト調査 が お こな わ れ た。 項 目 は種 類 ・形 ・材 料 ・

作 り方 ・呼 び 名 ・使 いみ ち ・作 られ た所 ・移 りか わ り な ど。 それ は ＡＭ の 民 具 研究

の線 にそ って，そ れ を い っ そ う発 展 させ た もの だ った。 その結 果 ， １５０３通 の うち３７８通

（約 ２５％ ） の高 回答 率 を うる こ とが で きた。 この 調 査 に よ って 民 具 と して の 笠 に は編

み笠 ・組 み 笠 ・縫 い笠 ・押 え笠 ・張 り笠 な ど が あ り， そ れ に形 の うえ の わ け方 １０を組

み あ わせ て３２形 式 にわ か れ る こ とが わ か り， それ ぞ れ の分 布 や使 いみ ち との かね あ い

な ど が確 か め られ る に いた った ［宮本 　 １９４０：３１５－３６３；１９４１：１９１－２４５］。 ８３点 （収

集県 率 ４３％ で そ れ ほ どた か くな い が） の 一 部 が そ の調 査 と報告 の サ ンプ ル の材 料 と し

て つ かわ れ た。

　 ６． 衣 類 　仕 事 着 ， 野 郎着 の ほ か帯 ・前掛 ・た す き， はば き ・け はん ，足 袋 ・手 甲，

それ にい わ ゆ る山袴 。収 集県 率 は ７５％ で ， 山袴 をの ぞ いて くれ手 本 位 。 そ れ で も３５０

点 以 上 が集 ま った。 山袴 は二 布 型 ・四布 型 ・六 布型 の ３類 （８種） に わ け られ て い る

が ［宮 本 　 １９７７：１６７－１６８］，そ の他 は資料 の集 ま り具合 も全 国的 で な か った し， 多 く

の課 題 が の こされ て い た。

　 ７．み の ・シ ュ ロ帽子 　 収 集 県 率 ４０％ あ ま りで 決 して た か い率 と は い え な い か も し

れ な いが ，ＥＭ の解 体 まで にお よ そ９０点 の標 本 が集 ま った。 それ をひ とつ の よ りど こ

ろ に して 背 み の ・肩 み の ・胴 み の ・丸 み の ・み の 帽子 ・腰 み の の ６種 類 の形 わ け が可

能 に な った ［宮 本　 １９６０ｂ：１３８０－１３８１］。 この 分 野 は ＡＭ 以 来 の行 き方 で は ワ ラ細工

と して よ り も衣 食 住 に関 す る民 具 の一 項 目 と して ， 衣 類 の ひ とつ と して と りあ げ られ

て い た。 笠 や ワ ラの履 物 な ど に くらべ て ， そ れ はま だ研 究 の 途 中 に あ る よ う に思 わ れ

た。

　 ８． わ ら ぐつ ・草 履 ・あ しな か ・草 鮭 ＡＭ の研 究 は郷 土 玩具 か ら出 発 した。 しか

８４６
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し研究 が本 格 化 した １９２５年 以 降 ２年 後 に は民 具 へ 移 り， い っ そ う人 々の生 活 に密 着 し

た 分 野 へ と関 心 が 変 化 して い った 。 ア シナ カ草 履 の 調 査 研究 もその ひ とつ。 そ の結 果

は予報 の形 を とって 『民 族 学 研 究 』誌 上 に発 表 され る こ とにな った ［アチ ック ・ミュ

ー ゼ ァ ム　１９３５：１１６－１７４；１９３６ａ：１１５－２４５］。 こ う して ア シナ カ を含 む ワ ラの履 物 は

ＡＭ ，　ＥＭ の もっ と も 充 実 した 収 集 資料 と な って い った。 そ の数 約 １４００，収 集県 率

も９７．９％ に お よ び， 草 履 （ア シナ カ を含 む） と草 範 の収 集 は全 国的 で あ った。 そ の な

か に は集 め手 本 位 で 集 め た もの が数 多 く含 ま れ て いた 。

　 ア シ ナ カ調 査 の結 果 ， 草 履 には足 をの せ る台 の作 り方 に平 行式 と交 叉 式 の ２種 が あ

り， はな 緒 の つ け方 に よ って 結 び緒 ， す げ緒 ， な え こみ の ３つ の形 に わ け られ ， 結 び

緒 型 が圧 倒 的 に多 い こと， そ れ が言 伝 え の上 か らも意味 を もつ もの だ った こ と， ア シ

ナ カ草 履 の 寸 法 の広 が り （正 規分 布 の形 を と る） な どが， あ らた め て あ き らか に され

る こ とにな った ［アチ ック ・ ミュ ー ゼ ァ ム　 １９３６ｂ：１８２－１８７］４）。

　 わ ら ぐつ は草範 と同 じ作 りの もの に爪 掛 を と りつ け た爪 掛 草 粧 ，足 の 甲 のお お い部

分 を作 りつ け に した ス リッパ と同 じ形 の， 狭 義 のわ ら ぐつ， それ に さ らに カ カ トあて

部 分 を と りつ けた 浅 ぐつ， 長 靴 形 の深 ぐつ の ４つ にわ け られ， それ ぞ れ そ の広 が りが

確 か め られて いた ［宮 本 　 １９６６：１１６８－１１６９］。 それ は 民 具 の形 わ け の な か で も・ と

りわ け手 ぎ わが よ いお手 本 だ った。

　 草鮭 はゴ ンズ草鞍 ，草 履 草 鞘ｉ， 無 乳 草鮭 ，有 乳草 鮭 （二 乳， 四乳 ， 多 乳） の ４種 に

わ け られ る が ［宮本 　 １９６６：ｌＩ６７－ｌｌ６８］，草履 ・ア シナ カ と ちが い， 使 い み ちと の か

ね あ い， 各 形 式 の広 が りな ど， おお くの 問題 が の こされ た。

　 ９．下 駄 ・竹 下 駄 　６６点 ，収 集 県 率３２％ 。 草 履 ， 草 鞍 と と もに鼻 緒 履物 類 に は い り，

歯 の 形 に よ って無 歯 下駄 ・有歯 下 駄 ・連 歯 下駄 ・差歯 下 駄 の ４種 にわ け られ た ［宮本

１９６６：１１６６］。 ＡＭ ，　ＥＭ の 人 た ちが と りわ け注 意 して い た よ うに思 わ れ るの は，都

会 風 の 桐下 駄 や塗 り下 駄 で はな くて ， い っそ う手 作 りの味 が た だ よ うタ ケ下 駄 や ス ギ

の連 歯 下 駄， 無 歯 の浜 下 駄 ， あ るい は下 駄 の 古 い作 り方 をの こ した差 歯 下 駄 の 仲 間 だ

った。

　 １０． 田 下 駄 　 田下 駄 は 田の 土 を か き まぜ て 細 か く くだ く履 物， また は泥 深 い田 の 稲

か りの と き沈 まな い よ うに は く履物 。 ＥＭ で は最 終 的 に１６点 （収 集県 率 ２６％ ） 集 め ら

４）アシナカの調査にはさまざまの工夫がこらされた。アシナカの内部をＸ線で写 したのもその

　 ひとつだ し，市川信次氏の指導で草間 このえ，草間千代両氏は新潟県東頸城か ら長野県南佐久

　 まで，行 くさきざきで （二人はゴゼを してお られた）アシナカを集め，記録をつ くってゆかれ

　 た。その ときの様子は ＥＭ の 『民具標本収蔵原簿』 によって知 ることがで きる。 附表 ３はそ

　 の とき集め られたアシナカの採集年月 日と収集場所 とを順 にな らべた ものであ る。 これによ っ

　 て二人がた どられた道筋がわか る。 この両氏 の収集が ＥＭ の履物収集中 もっとも密度のたか

　 いものとな った。おそ らく他の標本資料について もそれはいえよう。

８４７
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れ た 。 そ のな か に は ＡＭ で 注 目 されて いた 箱型 や す の 子型 ［ア チ ック ・ミュ ー ゼア

ム　 １９３７：１６７－１６８，２０２－２０４］ が含 まれ て い た。 田下 駄 は板 型 ， 輪 か ん じ き型 ，す だ

れ 型 ，す の こ型 ，枠 型 ，箱型 ，足駄 型 の ７種 にわ け られ る こ とに な る が ［宮本 　 １９６０ａ：

８７９－８８０］，この民 具 の 研 究 がす す む の は第 ２次 大 戦 後。 登 呂遺 跡 ・山 木遺 跡 な どの発

掘 で 田下駄 を思 わ せ る遺 物 が多 数 出土 した こと に関連 して だ った 。

１１． か ん じき　 雪 の 日の履 物 と して の かん じきの 研究 は ＡＭ の ア シ ナ カ調 査 の路

線 上 で す す め られ た。 た だ そ れ は も はや共 同研 究 で はな く個 人 の研 究 の形 を と って の

こ され る こ とに な った ［高 橋 　 １９４２］。 そ の結 果 ， この 民 具 に単 輪 型 ， 複 輪 型 ， す だ

れ 型 の ３っ の形 が あ り，単 輪 型 は全 体 の形 が 円形 の もの， 楕 円形 の もの， ヒ ョウ タ ン

形 の もの が あ る こ と， そ れ らが地 方 的 に偏 りを もちな が ら広 が って い る こ と， それ ら

の形 と呼 び 名 とのつ な が り も確 か め られ た。 ＥＭ のわ か ん じ き５５点 （収 集県 率 ２６％ ，

た だ しわ か ん じき 自体 分布 には偏 りが あ る） もその た め に役 立 て られ た。 そ こ に は舟

形 をの ぞ くす べて の形 が み られ た 。

　 ＩＺ お は ぐろ道 具 な ど　 ＡＭ 民 具 分 類 で は この 民具 は衣 食 住 に関 す る もの の最 後

の項 （衛 生保 健 用 具 ） に含 ま れ る。 装 身 具 と とも に ＡＭ ，　ＥＭ で は手 うす な分 野 だ っ

た （収 集 県 率 は１９％ ）。 ＡＭ ，　ＥＭ の 関 心 は も うす こ し別 の と こ ろ にあ った 。

　 １３．杵 ・臼 １９４７年 か ら５０年 に か け登 呂遺 跡 の発 掘 が す す め られ た。 そ れ を機 に木

を材 料 に した生 活 用 具 が にわ か に興 味 を もた れ る に いた った。 ＥＭ で は たて （竪 ） 杵

に つ いて の 全 国 的 調査 が な され， 分 布 図 ・分 布 一 覧 表 が つ く られ ［八 幡 　 １９５０：８２］，

形 の うえか ら ５つ ほ ど にわ か れ る こ とが 確 か め られ た。 ＥＭ の杵 も資 料 と して つ かわ

れ た。 第 ６室 で は奄 美 諸 島 か らお く られ て きた木 の もみ す り臼 が人 目を ひ いて いた 。

　 １４． 農 具 　 鍬 ・鋤 ， か らさお ， こ き箸 ， 草 と り， 熊 手 ，土 くれ こわ し， せ ん ば， 唐

箕 な ど。 １４２点 ， 収 集県 率 ５３％ で あ るが ， そ の うち４２点 は鎌 ， ２６点 は奄 美 ・沖 縄 の ヘ

ラの仲 間 。 鍬 鋤 につ い て は， す で に在 来 のわ け方 が あ り， 農 学 畑 の もの と考 え られ て

い た の だ ろ うか 。ＥＭ で は さま ざ まな形 の もの １０本 ほ ど が集 め られ た にす ぎな か っ た。

た だ， 鎌 につ い て は 図面 が つ く られ， 他 の 機 関 の 標本 資 料 と もあ わせ て １冊 の資 料 集

成 が つ く られ た ［宮本 　 １９５３］。 この鍬 鋤 の分 野 で もま だす る べ き ことが た く さん の

こ され て いた 。

　 １５．蚊 や り ・砥 石 袋 　 蚊 や り （蚊 火） は山 で働 く人 た ち な どが ブ ヨや カが こな い よ

うに くゆ らす ポ ロ切 れ な ど の こ と。 山 で つか う砥石 い れ の 袋 とい っ しょに して ７３点

（収 集県 率 ４７％ ） が 集 ま って いた。 くれ手 本 位 だ った が， さ いわ い ほど よ くま とま っ

た の で， 他 の 調 査 と もあ わせ て 紹 介 され た ［宮本 　 １９４７：４４－５７］。
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１６．錠 ・錠さや 点ｉ数２６，収集県率１３％。 ＡＭ，　ＥＭ ともに手 うすな分野だった。

鎌 と同じように銘を扱 う場合にも作 りやその工程についての知識が必要になる。それ

らのことに研究者が興味をひかれるようになるのは，もうすこし後のことである。

　１７．狩猟具 ＡＭ の人たちもまた，古いしきた りをとどめ る山の人たちの暮 らし

に，つよくひきつけ られて いた。 秋田県仙北郡檜木内や ［高橋　１９３７］，新潟県岩船

郡三面 ［丹田　１９３７］，新潟県北魚沼郡湯之谷 ・福島県南会津郡檜枝岐 ・群馬県利根郡

片品村 ［金子　１９３７］については，それぞれ記録がつ くられていたし，愛知県北設楽

や宮崎県椎葉についても資料がよせ られた。ＥＭ のこの種の資料は，その数こそすく

ないけれども，火薬いれや弾丸いれなど所によって形が違い，今後調べてみなければ

ならないおおくの課題を示唆していた。

　１８．漁具 渋沢敬三氏がつ くられた研究機構にはＡＭ や ＥＭ のほか，日本常民研

究所の２部門 （社会経済史の研究部門と水産史研究部門）があった。ＡＭ でも薩南十

島の共同調査は記念すべきものだった し，漁業技術や漁 にたずさわる人の暮 らしには

つねにつよい関心がはらわれた。

　水産史料部門では，１９３８年， うけ （笙）の全国的な通信調査がおこなわれ， ５５９通

のうち２４％の回答をうる好成績をおさめた。それをもとにして， うけには返 し一 一度

はいった魚が出られなくなる仕掛）の数によって単舌式， ２舌式， ３舌式があり，返

しが胴から自由にとりはずせ る取外 し型，返 しが胴に編みこまれている編みこみ型，

返しが縄で胴にくくりつけられている結束型があきらかになり，賓の こうけ，ざるう

け，たてうけ， うなぎ筒などのうけの形とおのおのの使いみちとの対応関係が確かめ

られることになった ［中村　１９６９：６－７］。この調査は単独では未発表におわったよう

であるが，さきのアシナカ調査の経験がほぼそのままうけつがれていた。

　 ＥＭ のこの分野は３６０点余 り。収集県率６０％。舟の模型か らつり針 ・ぎじ針のサン

プル，網の見本，ブッタイやタコッボなどが集まっていた。

　 １９．紡織用具　機 （はた），つむ，ひ，おさ，糸わく， 紡ぎ車など。 これもくれ手

本位で１３０以上が集められた。収集県率は４９％ でそれはかな らずしも全国的なもので

はなかった。ＡＭ，　ＥＭ とも基幹産業に結びつ く民具の収集はそれほどすすんでいな

かった。ただ登呂遺跡などの出土品とのかねあいで，つむ ・ひ ・おさなどがとりあげ

られたし，いわゆる木綿以前の織物としての麻 ・フジ皮 ・シナ ・イラなどの布や衣類

がつとめて集められていた。ＥＭ では紡織技術 についての手引がつくられた ［宮本

１９５２］。アシナカのような調査はここでもみ られなかった。

　 ２０．畜産用具　 ウマ ・ウシの鞍， くつわ，鼻木， くつ （わらじ）など。鹿児島や岩
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手の鞍をはじめ隠岐の畜産具なども集まっていた。ウマ ・ウシのくつ （わらじ）はか

なり多 くの地方から集まっていた。最終的にそれらは１３０点ほど，収集県率５７％にた

っした。過去の農山村地帯でウシやウマがはたした役割を思えばこの数は決 して充分

なものではなかった。

　２１．ふご，いずめ （いじこ）， 踏俵などのワラ細工　 近代産業が発展するかたわら

で， 日本ではワラ細工がいぜんとして重要さを失わなかった。縄 ・む しろなどの梱包

材料は輸送部門にはかかせないものだった し， ワラ細工は副業としておおきな比重を

しめていた。商品化されたワラ工品は，まえにもまして生産量が増 し，全国的に規格

化がすすんだ。

ＡＭ や ＥＭ のこの分野での関心は，アシナカ調査のような方向ではなく， どれほ

ど深 くワラ細工が日本の庶民生活に結びついていたかを民具の面から確かめることだ

った ［宮本　１９７３：６９－－７５］。ＥＭ に集まったこの分野 のワラ細工 は７０点，収集県率

も３８％にすぎなかったが，それでもそのワラ細工の種類を数えあげるだけで容易にそ

れを推しはかることができた。

　 ワラ細工を成りたたせている基本的技術はワラ以外の素材 （アサ，イ，カラムシ，

スゲ，タケ，シュロ，アケビ，ガマ等々）で編んだかご・敷物 ・織物 ・縄 ・うつわな

どのそれと共通するものをもっている。 もしそうなら，ワラ細工はいっそう広いある

種の技術文化のひとつの枝わかれということが考えられる。そうした見方から，ワラ

以外の素材を用いた茎皮せん維文化の構想が生まれることになった ［渋沢　１９６０：１］。

　２２．竹筒，さしなどの竹細工　ワラ細工 と同じようにタケ細工は明治以降もさかん

におこなわれた。 とくに運搬具や養蚕具ではことさらで，高等小学校や実業学校では

そのたあの教科書がつくられ，技術の体系化がはかられた。その点もワラ細工と同 じ

だった。ＡＭ や ＥＭ ですすめられたのは， そうした技術にかかわる問題ではな く，

やはりタケ細工がどれほど広 く深 く庶民の暮 らしに結びついていたかを確認すること

だった ［宮本　１９７３：５７－６８］。衣食住に関する民具から信仰 ・行事の民具や縁起物 ・

玩具にまで，タケ細工が多方面につかわれていることを８５点 （収集県率６０％）の標本

資料にみいだすことがで きた。

　２３．ふるい ・いかき ・かご　５４点 （収集県率 ３０％）。 置き場所の関係で前項と別に

したが，ＡＭ ・ＥＭ ではタケ細工の仲間として扱われていた。 これ らの民具が土地土

地によって形や作りが異なること，それがとりあげ られたのはＥＭ 以後だった。こ

れ らの標本資料には再検討しなければな らない多 くのことがらがのこされた。それに

もかかわ らず ＥＭ の標本は前項のそれとともに庶民 のタケ細工の見本として充分役
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立て られていた。借出し用 ・移動展示用の標本資料にはタケと暮 らしを主題にした一

群があった。

　２４．背負い運搬具　背負縄，背負いかご，背負梯子，背中あてなど２９２点。収集県

率 も７７％にたっしていた。運搬には頭にのせる，背負 う，かつぐ，かかえる，車や櫨

で材木をひくなどのやり方があるが，そのな かで も背負 うための民具がはやくから

ＡＭ の人たちの関心をひいていた。 とくに背負梯子について ア シナカと同じような

全国調査がおこなわれ， この民具には荷を支えるッメと呼ばれる部分があるものとな

いものとがあり，おのおのアシの長さなどか ら大小二つの型にわかれること （無爪長

型，無爪短型，有爪 Ａ 型，有爪 Ｂ型）， しかもおの おのが特有の地域的偏 りをもっ

て広がっていたこと。その様子からかつて無爪型が全国的にゆきわたっていた らしい

こと，そこへおそらく朝鮮半島の同じ用具 と結びつ くらしい有爪 Ａ 型が九州 を中心

にひろがり， ついで Ｂ型が瀬戸内そのほかに普及 したらしいこと。 この民具に対す

る地方的呼び方もそれに係わりをもつ らしいことなどが推測されるにいたった ［礒貝

１９３８：２７１－３４０］。それはＡＭ 以来の民具研究が到達 したもっとも注目すべき研究の

ひとつだった。

　１９４９年，ＥＭ の仕事として運搬方法と運搬具についての全国的な調査がおこなわれ・

運搬法の地域的偏り，その方法に対するその土地での呼び方，民具との結びつき，暮

らしとのかねあいがあきらかにされた ［宮本　１９４９］。 これ らの調査をもとにして指

定申請が出され，標本資料のうちか ら選び出された６２点が１９５５年に国指定の重要民俗

資料 （現在は重要有形民俗文化財）となった。それは国の重要民俗資料指定のかわき

りとなった。

　 背負梯子や背負いかご以外についての分析は後にのこされた。

　 ２５．こだし，てこ　タケの小さなかご，ざる，タケ以外のイタヤカエデやヒノキの

編みかご，つる細工やスゲの編みかごなど。１３０点 （収集県率６６％）。一部は前項のタ

ケ細工。また背負運搬具に結びつ く。

　 ２６．橿，ネコ車　雪のための櫨，肥料を運ぶための櫨，瀬戸内のネコ車など１５点。

くれ手本位で集まったものだった。この分野での研究はほとんど手つかずのようだっ

た。櫨のひきつなには珍しいのがみ られた。

　 ２７．天秤棒　かごなどを両端にさげる天秤棒，それに棒の両端をとがらせ，そこに

ムギたばや薪などさして運ぶおうご，普通の天秤棒 とは逆に反りかえっている伊豆新

島のソリテンビンなど。ＥＭ では運搬具の一部として，つとめていろいろな形のもの

が集められた。
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　 ２８・信仰 ・行事用具 ＡＭ 形成期の１９３２年に発表された文献には民具を５分野に

わけ・その第一に信仰生活を対象とする造型物があげられていた ［宮本　１９７２：９５６－

９５８］５）。その項目はＡＭ 民具分類 （附表 １）とは配列順序がすこしちがうだけ。項目

的にはＡＭ 民具分類ではあらたに祈願品の項がたてられた。

　 この分野 もまた くれ手本位で集められたが，三河の花祭をはじめ，各地の正月 ・小

正月，盆行事などの民具４２０点 （収集県率８３％）を集め，民具の全分野のうちもっと

もはや く妥当な分類にたどりつくことができた。

　 そのなかには削掛やワラ馬 ・チガヤ馬， しめ飾のまとまりや，珍 しい祭供具なども

みることができた。そのうち，おしらさま３３体については図録がつくられ，詳 しい記

録がのこされた ［日本常民文化研究所　１９４３］。それは民具としての おしらさまを形

態学的 ・解剖学的に記載 し 「その全貌及び特定の文化基盤を把握する大きな手がかり

をえんとした」ものだった ［宮本　１９７２：９６５］。そこにもアシナカ調査のひとつの流

れがあった。 しか し，この分野の民具をひとつずつ形わけし呼び方や地域的広がりと

のかねあいをもとめる仕事は，後のこととしてのこされた。

　１９５５年 ２月，お しらさま３３体が国の重要民俗資料 （現在重要有形民俗文化財）に指

定された。それはＡＭ，　ＥＭ を代表する民具のひとつとなった。

　２９・凧，羽子板，こまなど　６４点。収集県率２６％。 まだ ＡＭ の収集が全国化しな

い時期に集められたものが多いようだった。

　３０・笛 ３１点。収集県率１３％。ハ ト笛などを含む。楽器はＡＭ 民具分類では信仰・

行事に関するもののなかの四番目にひとまとめにされている。また一部は分類の最後

の分野の縁起物 ・玩具のところに含まれる。置き場との関係で表 １では独立の１項と

なって しまったが。

　３１．人形など　郷土玩具，縁起物 （縁起を祝うために飾るだるま，はま矢の類）の

大部分がここに含まれる。点数 ３８０余り。収集県率は８９％でひろく各地から集められ

た。

すでにのべたように ＡＭ の民具研究はこの分野の研究から出発 した。 その時期の

研究のすすめ方は後の ＡＭ の民具研究におおきな経験となったが，１９３０年前後 から

は研究上の関心がこの分野に再びもどることはなかったといってよい。点数 ・内容 と

もかなりに達 していたが，それは民具研究のなかではほとんど忘れられた分野 として

５）１９３０年，ＡＭでは早川孝太郎氏を中心に 『蒐集物目安』という民具収集の手引きをつくり協

　力者，有志者におくって全国的に民具の収集 ・調査を展開しようとした。それは２年後発行さ

　れた小野武夫博士の 『郷土経済史研究提要』におさめられ， 「土俗品蒐集の要領」として全文
　引用され社会経済史の領域でもたかく評価されることになったという ［宮本　１９７２：　９５６］。 し
　かし民具と経済史とのつながりは発展しなかった。
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と りの こ され る こ と にな った 。

何 故 そ うな った か。 ひ とつ に は ＡＭ ，　ＥＭ の外 で ， 郷 土 玩 具 を 集 め研 究 す る人 た ち

がふ え， ひ とつ の領 域 を もつ にい た った こ とが あ ろ う。 また， ＡＭ ，　ＥＭ の研 究 が す

すむ とと も に， この分 野 はそ れ とは な じまな い何 か を も つ こ と に多 くの人 た ちが 気 づ

きは じめた か らな の だ ろ うか 。 この分 野 を扱 う に は別 の工 夫 が い るか も しれ な い。

ＩＶ．課 題

１．１９３０年代のはじめには，ＡＭ の人たちは．民具についてその概念とだいたいの輪

郭とをはっきり確定することができた。民具はＡＭ で生みだされた新 しい言葉だっ

た。

２． しか しＡＭ や ＥＭ では， けっして民具の全分野が同時平行的 にとりあげられ

たわけではなかったし，そのとりあげ方にはＡＭ らしさがただよっていた。

ＡＭ が集め，研究の対象としようとしていたのは，アシナカ草履のような当時とし

てはけっして珍しくない， きわめて日常的な暮らしの民具， しかも全国的に広 くその

仲間がみつかるような普通の民具だった。

　ＡＭ 流の行 き方では民具そのものが最終的な目的ではなく，それはあくまで も文化

の理法を知り，庶民の （たぶん大正的な言い方をすれば民間の）暮 らしの移りゆきを

推 しはかるひとつの手だてにしかすぎなかった。

　 しか し，そのためにも，ともかく民具をいわば形態学的に，あるいは解剖学的とで

もいえるような厳密なやり方で記載 してゆくことが，いっぽ うの土台となると考えら

れた。 もういっぽうの土台は，いうまでもなく全国的な質問紙法による調査で，それ

によってその民具の形や広がり方，呼び名や言い伝えとのつながりなどが確かめられ

た。

　３．ＡＭ，　ＥＭ の標本資料を ＥＭ 最末期の資料所在簿によってわけてみると３１ほど

の分野にわかれ，分野によって集められた資料の点数や集められた収集地の広がりに

おおきなちがいがあることが数の上で確かめられた。

　 ４．それを ＡＭ，　ＥＭ 内部の研究と重ねあわせてみると， およそ３つの行き方がみ

られる。ひとつはアシナカの研究のように全国的にその様子がわかり，形わけや呼び

名の型，それ らの結びつきや広がりなどをあきらかにす る行 き方。笠，山袴・ワラの

履物，下駄，かん じき，たて杵，蚊火， うけ，背負梯子などがそれである。もうひと

つはここでとりあげたワラ細工やタケ細工，食器 ・台所用具，衣類，漁具，信仰 ・行

事用具のように，その分野に属する民具のひとつひとつにまでは研究はおよばなかっ
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た が ， む しろ その分 野 に含 まれ る民 具 の全 体 と して の大 枠 を確 か め る こと によ って，

それ が ど れ ほ ど 日本人 の暮 ら しに大 切 な役 割 を はた して きた か， そ の大 筋 を つ か む行

き方 で あ る。 この ほ か に鎌 や 銘 ， 紡織 具， 農 具 ， 畜産 具 ， 櫨 ・ネ コ車 ， 凧 ・羽 子 板 ・

こ ま，人 形 そ の ほか の よ うに， ほ とん ど手 つ か ず の ま まの こ され た ものが あ る。

　 ５． 新 しいみ ちを ひ ら く方 法 と して ， それ ま で を 肯定 的 に うけ とめ， や が て そ れ を

の り こえ るや り方 が よい とい う。 も しそ うな ら， ＡＭ ，　ＥＭ の や り方 との こされ た 標

本 資 料 を 出発 点 と して考 え な お して み て もよ い ので はな か ろ うか ６》。
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附表 １　 ＥＭ 収集標本資料によるＡＭ 民具分類７）

１０ 衣 食住 に 関す る もの

１１ 家 具 （室 内器 具 ， 寝 具 ，保 存 用具 な どを含 む ）　 　 ご ざ， 灰 か き， 灰 ざ ら， 箱 ，箱 ま くら，

　花 立 ， は しご，火 か き， ほ う き，踏 台， 衣 裳 か ご， 鏡 箱 ，か ぎ， かま 敷 き， （か ま ど ）， 唐 び つ，

木 ま く ら， こ も， こた つ ， くま 手， ま この手 ， ま くら，ね こ箱 ，ね ず み と り， ね ず み よ け， 裁

　縫 道 具入 れ ， 紙 帳 ， しび ん ，敷 物 ， 寝具 ， た らい ，ち り箱 ， ち り取 り， つ い立 て ，机 ，つ るべ ，

　つ づ ら， う ちわ ，わ ら 円座 ，わ らほ う き， わ らふ た ，雪 か き， 自在 か ぎ。

１２ 灯 火 （照 明） 用 具 　 　油 い れ， 油 つ ぼ， 油 つ ぎ，明 り， 明 り台 ，行 どん ， 絵 ろ うそ く， がん

　灯 ， 火 台 ，火 切 り，火 打 ち，火 打 道 具 ，火 打 箱 ，火 打 袋 ，火 打石 ，火 打 が ま ，火 打 が ね ，火 口，

　 か が り台 ，箱 ， カ ンテ ラ， ラ ンプ， 松 明 し台 ， 松 明 しか ご，松 や に ろ うそ く， ち ょ うち ん ， ろ

　 うそ く， ろ うそ く台 ， ろ うそ く立 て ， ろ うそ く入 れ， しで 。 しょ く台 ，た いまつ ，竹 明 り，短

　 け い ，手 し ょ く，灯 明台 ， 灯 明 ざ ら，灯 火 台 ，灯 火 具 ，灯 ろ う，付 木 ， ち ょ うちん 。

１３ 調理 用 具 　 　油 い れ ，油 しぼ り， つ ぼ ，弁 慶 ， い づ め， わ らさ ら， は し，は し入 れ ，火 吹竹 ，

　 ひ きうす ， ひ しゃ く， ほ う丁 ，ふ るい ， い か き，石 うす ， か ご， 貝 び し ゃ く，貝 焼 ， 貝 焼 台，

　 貝 焼 ざ ら， か ま （釜 ）， （かま ど），か め ， 皮 む き，木 ば ち， 木 ふね ， 木 ざ ら， きね ，米 す くい，

　 こ も， こ しき， こ しきの輪 ， くし， く し入 れ ，豆 す くい， ま な板 ， 升 ， まぜ 棒 ， めん ぱ ， 飯入

　 れ ， 飯 か ご， 味 そ こ し， 味 そつ き棒 ， 水入 れ ，水 くみ， 水 筒 ， もり手 ， もち入 れ ， も ちむ し，

７） この表 は ＥＭ 『民具標本所在簿』の 内訳を補 うものと して ＥＭ 『民具標本収蔵原簿』か ら作

成 した ものである。同原簿には一般 につかわれて いる（また は，つかわれるであろ う）民具の名

前を記入す る標準名の欄が設 けられて いるが，ここではその記載 をもとに して １番 か ら１０，０００

番 までの ものか ら書 き出した。ただ したやす く実体が思 いうかばないような難 しい名前や正確

さをか く名前 は適当に書 きかえ，名前 のない ものには記憶 によ ってなるべ く名前をつけてみた。

名前の書き方 は 『新 明解国語辞典』第二版のそれを参考に した。名前 はひ とつの民具で ひとつ

だけにした。これを もとにして ＡＭ 民具分類 （ＡＭ 『民具蒐集調査要目』１９３６）をたよりにし

て，そ こにみえる民具の一般的な名前をわ けてみた。ひ とつの名前の分類 はひとつ限 りに し，

同類異名の場合 も省略 しないで，おおむね ＡＢＣ順で配列 した。同分類 中一部 この作業 に適切

でないものは読みかえた。原簿 には民具とはいえないもの，た とえば施設設備や用品 （原料 ・

材料）の類が含まれている。施設設備は （ ）のなかにいれ，内容を改めて定義す ることが必

要な もの，たとえばひとつの地方での呼び名を一般 の名前 化す ることが必要であるよ うな もの，

分類が ２項 目以上 にまたがり，なお調整につ いて研究す る必要 があ るような ものについては ＊

によって区別 した。このような ものを手掛 りに，さ らに民具の細かい分類や民具の字引 きなど

考えてみた らどうだ ろう。縁起物 ・郷土玩 具について は改めて検討 したい。
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　 なべ ， な べ のふ た ， なべ 持 ち ，な べ 敷 き，な べ取 り， な っ とうつ と， 肉切 りほ う丁 ， 肉入 れ ，

　 肉入 れ か ご ，布 袋 （ぬ のぶ くろ）， お は ち ，お ひ つ入 れ ， お け， お ろ し， 料理 台 ，魚 あ ぷ り， 酒

入 れ ， 酒 つ ぼ， 酒 こ しか ご， さ な， さ ら， さ ら入 れ ， さ さ ら， さ と芋 お ろ し， さ じ，せ い ろ う，

塩入 れ ， 塩 か ご＊， 塩 お け， そ ば あ げ， そ ばす くい ， そ ば切 りほ う丁 ， 水 筒 ， す の子 ， す り粉

木 ， しゃ く子 ，竹 容器 ， た わ し，手 きね ，鉄 が ま ，鉄 び ん ，豆 ふ 箱 ，つ ぼ， つ ぼ のふ た ，つ ち，

つ と， うどん あ げ ， うろ こ取 り， うす ， くし， ざ る。

１４ 飲 食用 具 （茶 道 具 ・煙 草道 具 を含 む）　 　 あ わ飯 か ご， 弁 当箱 ，弁 当袋 ， 弁 当入 れ ，盆 ，台，

　 ご器 ， 箱ぜ ん ， は し， は しか ご， は し入 れ， 弁 当入 れ ， ひ しゃ く， ひ ょ うた ん ，印 ろ う， か ご，

片 口，木 ば ち， 木 ざ ら， きせ る， 木地 盆 ，木地 ざ ら， 木地 わん ，木 地 ぜ ん ，行 り， 果物 入 れ ，

　 くるみぜ ん ， め ん ぱ， 飯 び つ ，水 入 れ ， も ち入 れ， お ひ つ ，お ひ つ のふ た ， お け， お かず 入 れ ，

杯 ， 杯 台 ，酒 入 れ ， さ ら， さ じ， さ じ入 れ ， さ じか ご，真 ち ゅ う盆 ， 真 ち ゅ うカ ップ， 真 ち ゅ

　 う茶 わ ん ， ス プー ン， 水 筒 ， しゃ く子 ，煙 草 ，煙 草 盆 煙 草入 れ ，煙 草 切 りほ う丁 ，煙 草 切 り

　 台， 煙 草刻 ，煙 草 お け， 食 べ物 入 れ ，つ ぐら，筒 ， 茶 入 れ ，茶 お け， 茶 た る ，茶 つ ぼ ，茶 せ ん ，

茶 筒 ，茶 わん ， わ ん， わ ん のふ た， わ らさ ら， や に取 り， よ う枝 ，湯 と う， ぜん ， ぜん 箱 。

１５ 服 物 ＊（履物 を 除 く）　 　 あ さ ，あ さの着 物 ， あ さ布 ， あせ どめ ，足 飾 り， あ っ し， 帽子 ， 袋，

　 え紋 掛 ， ご ざ帽 子 ， はば き， は かま ，花 祭 衣 裳 ，半 て ん ， 羽織 法 被 ， 腹 当 て， 晴 着 ，針 山，

　 は ち巻 服 飾 り， 風 ろ敷 ， 入れ 物 ， 祝着 ，か ぶ り物 ， か か と 当て ，紙 子 ， 紙布 ， か み しも， 冠 ，

　 雨合 羽 ， か さ， か さ の台 ， 肩掛 ， 脚 は ん， け さ，着 ござ ，着 物 ，布 地 ， 綿 ，婚 礼 服 ，婚 礼 冠 ，

　婚 礼 着 物 ， 甲掛 ， 腰 当て ， 腰 み の， 首 巻 ，草 取 面 ， くつ ， ま だ布 ，前 当て ，前 掛 ， 目当て ， み

　 の ，み の 帽 子 ， みの す げ， 喪 服 ， もも 引，胸 当て ， 頭 きん ， 布， 帯 ，背 中 当， ス カ ー ト，す ね

　 当て ， シ ュ ロ帽子 ，足 袋 ， た す き， 手 袋 ，手 甲，手 ぬ ぐい ，つ ま掛 ，つ む ぎ， わ ら手 袋 ， 山麻 ，

　 山 ばか ま 。

１６ 履物 　 　足 だ， あ しな か ， げ た ，履 物 ，鼻 緒 ， 踏俵 ， か か と当て ， かん じき，皮 くつ ，木 く

　 つ ， くつ ，桶 くつ ， ス キ ー，滑 りげた ，滑 り草 履 ， 田 げた ，竹 げた ，つ ま 掛 ， わ ら ぐつ ，わ ら

　 じ，雪 げ た ，草 履 。

１７ 装 身 具 （文 身 道 具 を含 む ）　 　 油 入 れ ，足 飾 り， きん ま入 れ， は け， 箱 ， 針入 れ ，入 墨針 ，

　 入墨 小 刀 ， 鏡 髪 飾 ， かん ざ し，毛 うけ板 ，毛 抜 ，木 く し， こうが い ，首 飾 ， 首飾 入 れ ， く し，

　 く し箱 ピ ン， 財 布 ，石 灰 入 れ ，扇 子 ，鈴 ， 竹 くし， トンボ玉 ，腕 輪 扇 ， 指 ぬ き。

１８ 出産 ・育 児用 具 　 　いづ め （い じこ， え じこ， つ ぐ ら）＊，育 児 か ご，海 草 （いづ め に入 れ る），

　 きな きな ， お しゃぶ り， 産 着 ，揺 か ご。

１９ 衛 生 ・保 健 用 具 　 　五 倍 子 ， 髪洗 粉 ， 木 うす ， きぬた ， お歯 黒 つ ぼ ， さい か ち ，石 灰 入 れ，

捨 木 。

２０ 生 産 に 関す る もの

２１ 農 具 　 　 あぶ 除 け ， あわ 袋 ， あわ 刈 機 ，棒 ， 脱穀 機 ， 脱 穀つ ち， ど う除 け ，葉 打 ち， へ ら，

　 ほ う き， 掘 棒 ，掘 りへ ら＊， ふ る い， 稲 こき ，稲刈 が ま， 蚊 や り， か ご， 蚕 箱 ，か ま （鎌 ）， か

　 ん ぴ ょうむ き，か ら さお， か らす き， 皮 む き， 土 うす， きね ， こ きば し， くま手 ， くれ 打 ち，

　 草 か き， 草 取 り， くわ ， くわ 柄 ，馬 ぐわ ， まぶ し織 豆 こ き，豆 た た き，豆 ぐわ （鍬 ）， 升 ，ま

　 とり＊， み ， もみ ほ し， もみ こ き， も みま き ， もみふ るい ， 麦 こ き， 麦打 ち，麦 打 棒 ， 麦焼 棒 ，

　 苗入 れ ， 苗 代 こて ， 鳴 子 ，な わ とお し， の こ ぎ りが ま， 農 具 ，農 機 具模 型 ， 漏 斗 ，差 し，せ ん

　 ば こ き， シ ャベ ル， す き （鋤 ），す き の刃 ，す り うす ，筋 切 り， 田げ た＊， （蔵 ）， 田か き車， 種

　 入 れ ，俵 ， 扇 ，つ え ， つ ち， 土 掘 り， 土 か き， うす ， うす の棒 ， 養 蚕用 具， 指 は め。

２２ 山樵 用 具 　 　編 袋 ， 箱 ，か ま ， か まの さや， 刀 ，皮 む き， 草取 り， くさ び， くさび入 れ ，な

　 た ， なた 袋 ， な たの さや ，の こ ぎ り，布 袋 ，お の ，手 か ま ， と石 ， と石 台， と石 袋， と石入 れ ，

　 や （くさび ）， 山な た ，や す り，や す り入 れ， よ き。

２３ 狩 猟 具 　 　 胴着 ， 道 具入 れ ， 柄 袋 ，煙 硝 入れ ， 火 なわ ，火 なわ 入 れ ，火 な わ た た き， 火 なわ
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　 銃 ，火 口入 れ ，火 薬入 れ ， き じ笛 ，小 刀 ， （小 鳥 わ な）， くま狩 槍 （わ な ）， しか笛 ， （しか わ

　 な ）， しか 皮 着 ，仕 掛鉄 砲 ，足 袋 ，玉 入 れ ，裁 着 （た ち ぎ）， 鉄砲 ， （鳥 わ な）， （うさ ぎわ な ），

　 （わ な）， 矢 ，矢 ば さみ ，矢 筒 ， 山刀 ， や り。

２４ 漁 具 　 　網針 入 れ， あ か取 り， 明 り， 網針 ，網 ， 編 袋 ，網 い わ ，網 す べ ，編 みつ ち， 編 み わ

　 く， 網針 筒 ， あ さ り取 り， あわ び 取 りのか ぎ， びん （瓶 ），ふ りか ぎ， ぶ った い＊， 道 具箱 ， 道

　 具 箱入 れ ， ど じ ょうか ご， ど じょ ううけ ，え び網 ， え び い けす ， え び入 れ ， ガ ス灯 ，擬ｉじ針 ，

　 漁 具 ，漁 業 旗 ， は えな わ ，浜 箱 ， 版木 ， 針 ，針 入 れ ，針 さ び落 し， は さみ ， 旗 ， は ち ， ほ う

　 き， ほ う丁 ，掘 棒 ，船 旗 ， いか か ぎ， い かつ の， い か つ り， い か つ り針 ， い か り， い か つ りか

　 ぎ，生 す ， い そ な わ， い そ の み， 糸巻 ， 糸 よ り， 糸 よ り器 ， 祝 着物 ， い わ し取 り， かが り，

　 か ぎ， か ぎ箱 ， か ぎ入 れ ， か ぎみ が き， か ご，か い掘 り，海 草 取 り，か きば さ み， か きか ぎ，

　 か き打 ち ，か め ， か に取 り，鑑 札 かせ ，滑 車 ，か す み ， 肩 当て ， かつ お 取 り， か つ お つ り，

　 か わ は ぎ取 り， け た （桁 ）， 小 刀， ころ ば し＊，鯨 ほ う丁 ， 前 当て ， ま ぐろつ り針 ， ま きえ ，ま

　 きえ 入 れ ，升 ， ま すつ り， 眼鏡 も り， 名 札 流 し針 ， な た， な わ ， の ぼ り， の り下 た ， の り

　 ぽ う丁 ， の り干 し， の りふ ね ，の りか ご， の りけ た， の り しび ， の りす ， の りわ く， の り切 台 ，

　 の り こ し箱 ， お け ， お き網 ，沖 箱 ，重 り， お と り入 れ ， さ ぐり， 魚 干 し， 魚 か ぎ， 魚 か ご， 魚

　 筒 ，さ お ，刺 網 ， さす ま た ， さ さえ取 り， せ い ろ う ， しび ぬ き， 塩入 れ ， し じみ取 り， 測量 な

　 わ， す 編 台， す 編 つ ち， す 針 ，水 深 計 ，す し箱 ， しゃ く子 ， た いつ り針 ， た い まつ か ご，大 漁

　 旗 ， 大漁 飾 ， た こ取 り， た こつ ぼ ， た こつ り， た も網 ， た る， た ち魚 か ぎ， 天 草 取 り， 飛 魚

　 網 ， とま ， と り金 ， つ り道 具 ，つ り針 ，つ りの 重 り，つ りさ お， つ り針 入 れ ， つ り糸 わ く， う

　 か いな わ ， うけ， うな ぎか ご， うな ぎ取 り， うな ぎ筒 ， うな ぎ うけ ，わ か め が ま， わ か め取 り，

　 わ き当 て ，わ らす べ ，や す ， よ り掛 ，地 引網 ，地 引旗 ，地 引 の振 板 。

２５ 紡 織 ・色 染 具 　 　あい つ ききね ， あ いつ き うす ，編 み 棒 ， あ さ （麻）， あ さ巻 ，あ さ緒 ， あ さ

　 よ り， あ さの 皮 は ぎ台， あ し掛 ， あ や棒 ， あ や掛 ， あぜ ， ば しょ う， が ら巻 き，機 （は た），機

　 道 具 ，機 腰 板 ，機 巻 取 ， 機帯 ， 機 織管 ， ひ ， ふ じ （藤 ）皮 ，ふ じ緒 ，糸 巻 ，糸 ，糸 引 き，糸 車 ，

　 糸 取 り，糸 わ く， 糸わ く台 ，糸 よせ ，糸 繰 り台 ，糸 操 器 ， 糸操 車 ， 糸 よ り車 ， か ご， か ごわ く，

　 かせ 掛 ，型 紙 ， 皮 は ぎ， こ きば し， 管 ， くず 綿 ， まね 木 ， ま綿 ，木 綿 糸 ， 中筒 ，布 ， お ， お巻 ，

　 帯 織 お け， 重 り， お さ， お うみか ご， お うみ お け ， しま 帳 ，伸 子 ，手 代 ， 手 代木 ， 錘 （つ む），

　 錘 台 ，紡 ぎ車 ， わ く，綿 繰 り，綿 繰器 ，綿 打 ち， 綿 弓， 綿 打 刀 ，綿 打 つ ち， 指 ぬ き， 座 繰機 ，

　 座 繰 わ く，地 機 。

２６ 畜 産用 具 　 　あ ぶ み， 伯 楽 ば さみ ，鼻 輪 ， 鼻 輪 当て ， 腹 当て ， 首 掛 ， くら， く ら敷 ， 口当て ，

　 くつ わ ， む ち， 荷 繰 りな わ ， 面 がい ，尻 か い， 鈴 ，手 綱 ， 馬 の く ら，馬 の くら敷， 馬 の くつ ，

　 耳 袋 ，馬 帯 ，馬 の わ らじ，牛 なわ ，牛 鼻 出， 牛鼻 ぐり， 牛 首 当 て， 牛 の く ら， 牛 の くら敷 き，

　 牛 の くつ ，牛 み の ，牛 の 面 が い， 牛 の 背 当て ，牛 の鈴 ， 牛 輪 ，牛 の わ ら じ。

２７ 交 易 用具 （金 融 関係 を 含 む）　 　 は か り，箱 ， 札 ，袋 ，船 じる し，勘 定 札 ， 小判 入 れ ，升 ，

　 繭 はか り，財 布 ， 刺 し，銭 箱 ，銭 型 ，銭 升 ， そ ろ盤 ，仲 馬 鑑 札 ，銭 袋 ，銭 か ご。

２８ そ の他 　 　編 台 ，土 器 作 り道 具， ござ機 ， ござ 織 ひ， 刃 物 ， はな か き小 刀 ， は っぱ た が ね ，

　 札 ， ふ い ご， 板 へ ぎぼ う丁 ，板 削 り， 繭網 ， 紙 た た き， 瓦 型 ，瓦 切 金 ， 瓦 みが きへ ら， 瓦 み が

　 きの こて ，瓦 た た き，木 針 ，木 ふ ね ，木 型 ， きね ， きぬ た ，釘 ， 桑 も ぎ，舞 き り， 万 能 ， み の

　 作 り， む しろ編 む しろ針 ， む しろ機 ， な た， な わ よ り， の こぎ り， の み ，緒 とお し， お け ，

　 お ろ し， ろ う， ろ う型 ，せ ん ， 墨つ ぼ ，墨 つ ぼ入 れ ， た た き棒 ， たた き板 ，手 板箱 ，つ ぼ， つ

　 り針 作 り，つ ち， うる しか き， うる しお け， うす の 目立 て ， わ らす ぐり，わ らた た き， わ ら ぐ

　 つ の型 ， わ ら しべ 取 り，わ ら じ編 ，わ ら じ編 台 ， わ ら じの型 ，屋 根 ふ きへ ら， 屋根 ふ き針 ， つ

　 ま掛 の 型 。

３０ 通信 ・運搬に関するもの

　あか取 り，編袋，弁当袋，弁当入れ，弁当か ご＊，カヌー，道具かご，柄かご，えびか ご＊，ゴ
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ン ドラ，船 の 模型 ，箱 ， 白土 か ご，船 ， 引 きつ な， ほ ら， ほ ら貝 ，ふ ご， 袋 ，い か り， 芋 か ご，

いそ か ご ，か ご， かい ， か ます ， 肩 当て ＊， 皮船 ， 肥 船 ，米 か ご，米 包 ，腰 当て ， 腰 か ご， 腰

さげ ， くりぶ ね ，車 ， 車 の ひ きつ な ，草 刈 袋 ，巻 きか ご ，巻 輪 豆 入 れ か ご， 水 くみ， 水 切 か

ご＊， も っこ， な わ， 荷 な わ ， 肉入 れ か ご＊， ぬ かか ご，布 袋 ， 緒 ， お け， お う ご，魚 か ご， さ

ん 俵 ， 背 中 当，千 石 船 ， 銭箱 ＊，背 負 は しご， 背負 袋 ， 背負 板 ， 背負 か ご， 背負 な わ， 背 負 布 ，

塩 か ご＊， そ り， そ りの ひ き綱 ，そ りの模 型 ，水 牛 車 ， 竹 か ご， 卵 入 れ ， 種入 れ ＊， た に しか

ご＊， た る， 俵 ，手 か ご，天 びん 棒 ，天 び ん か ご， 手 さ げ， 手 さ げふ ご， 手 さ げ袋 ，手 さげ か

ご，つ え，つ りか ご， つ づ ら＊，茶 入 れ ， う飼 舟 ，巻 輪 ， わ らふ ご， わ ら袋 ，わ らか ご， わ らな

わ ， わ らつ と， 野菜 入 れ ， 野菜 か ご， ざ る。

４０　社会生 活に関す るもの

　 日よけ頭きん，水 おけ， とび口，消防扇，わ らさん （算）。

５０ 儀 礼 に 関す る も の

　真 田帯 ， 誕生 祝 ， と し祝 ， ひ も，ひ しゃ く，袋 ， か さ， 片 口 ， き ゃ はん ，背 負 な わ。

６０ 信 仰 ・行 事に 関 す る もの

６１ 偶 像 　 　愛 宕 さま ，大 黒 さま ，恵 比 す さ ま， ご神体 ， 船 霊 さ ま， 石 仏 ，石 地 蔵 ，蚕 神 ，掛 絵 ，

　 くま手 守 り，ま い ご札 ，ま こ も馬 ， 守 り袋 ，面 守 り， 水 塔 婆 ，木 像 ， の しが み さ ま， お 札 ， お

　 くな い さま ，お 守 り，神 像 ，精 霊 船 ， わ ら人 形 ， わ ら馬 ， 山神 ， や まつ み さま 。

６２ 幣 吊類 　 あ わ穂 ひ え穂 御 幣 ， しめ 飾 り， はな ， 奉 納 旗 ， 奉 納 のぼ り， い な う ｉｎａｕ，祝

　 棒 ，祝 しめ ， かぶ ら矢 ， 削掛 ， く し，万 灯 ，繭 玉 ， の ぼ り， お み きの す ず ， しめ 飾 り， しめ な

　 わ ，輪 飾 ， 割木 。

６３ 祭 供 品 ・供物 　 　土 器 ，え ぶ り， ご器 ， は し， 奉 納 くわ （鍬 ），奉 納 竹 筒 ，福 俵 ， ひ ょ うた ん，

　 神 の お し敷 神 のぜ ん ，清 めお け ，草 刈 が ま， 馬 くわ， 目 さ ら， も ち筒 ， お け， お み きの つ ぼ，

　 お 塩 い と り，線 香 ， お金 ，神 せ ん ，ぜ ん ，灯 明 さ ら， と し神 さ ら，つ と， わ ら さ ら， わ らつ と，

　 や す ，結 び わ ら。

６４ 楽器 （信 仰 ・行 事 以 外 の もの も含 む）　 　 ば ち， で ん でん 太 鼓 ，鼻 笛 ， は と笛 ，笛 ， 太 鼓 ，

　 振 太 鼓 ，風 琴 ， かえ る笛 ，鐘 ， 胡 弓 ， 口琴 ，豆 太 鼓 ， み みず く笛 ，木 魚 ， ね こ笛 ，人 形 笛 ， 鬼

　 笛 ， ラ ッパ ， さ い配 ， せ み笛 ， し し笛， しょう， しゅ木 ，竹 笛 ， と ら笛 ， 鳥笛 ， 鼓 （つ づ み），

　 うさ ぎ笛 ， うそ笛 ， 弓 琴 ，陣 太 鼓 ， じゃ味 線 。

６５ 仮 面　 　 大 黒面 ， 恵 比 す面 ， 五 郎面 ， 花 見面 ， 面 ， ひ ょっ と こ面 ，神 面 ， か らす天 ぐ面 ， 金

　 太 郎 面 ， きつ ね面 ，味 ぬ り面 ，武 者 面， お 福面 ， う さ ぎの面 ， 塩 吹面 ， し し頭 ， しょ う きさま ，

　 天 ぐ面 ，天 神 さ ま， 土 面 ，や っ こ面 。

６６ 呪 具＊　 あ しなか ， ま じな い ば と，ひ い ら木 ，ひ ょ うたん ， い わ しの頭 ， 魔 除 け ， 祈 と う

　 箱 ， 桑 ひ ょうた ん， み か ん ，つ ぼ 。

６７　 ト具 　 　か ゆ か き棒 。

６８ 祈 願 品　 　 絵 馬 ，版 木 ， 花矢 ， 奉 納 き ぬた ，奉 納 鳥 居 ，奉 納 剣 ， 羽 子板 ， ひ しゃ く， 箱 ，石 ，

　 かま （鎌 ）， きつ ね ，縫 い ぐる み， 布 ，経 ， さる ，竹 ， 太 刀 ， 弓矢 ， い の こ， い の こ打 ち， へ び，

　 いづ め ， もち， 刀 ，奉 納 札 升 ， し ゃ く し， わ ら じ， よ だれ 掛 。

６９ そ の他 　 　ぼ ん天 ，棒 ， 花祭 のま さか り， ほ こ，な ま は げ の ほ う丁 ，木 太 刀 ，小 刀 ， 経 筒 ，

　 み こ し， な ぎな た ， り ゅう頭 ， ち ょ うちん ， 線 香 ，す り粉木 ，鈴 ， し ゃ く し， し ゅ木 ， た い ま

　 つ ， か さ， 数 珠 。

７０ 娯楽 ・遊戯に関す るもの＊

　ばいごま，別府たまげた，びい玉 ，坊主 こま，ぶん ごま，ぶんぶん ごま，文房具，ブ リキこま，
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ぶ っつ け こま ， だ るま た こ，伝 信遊 び， 切符 ， 絵 す ご六 ， 絵 だ こ，絵 葉 書 ，煙 硝 ， が ん具 ， か

らす お は じき，銀 行 遊 び ， ゴ ム ほ うず き， ゴム風 船 ，豪 傑 ごま ， 軍事遊 び ，軍 人 合 せ ，羽 子 楓

箱 根 細 工 ，箱 庭 道 具 ，花 ごま， 花 玉 ，花 形 紙 ， 羽 （はね ），針 金 鉄 砲 ，旗 こま ， は と， へ び ， 日

が さ， 飛行 機 ， 飛行 機 だ こ，星 た こ，吹 矢 ，覆 面 ，福 助 た こ， 服 飾 がん 具 ，福 笑 い， 船 ，風 車

太 鼓 ， 百人 一 首 ， ひ ょうた ん ， い ろは か るた ， 色板 ，石 投 げ ，石 け り，板 す も う，板 馬 ，影 絵 ・

貝 がん 具 ，貝 合 せ ， か け ごま ，か け さ ら， 紙 風 船 ，紙 面 こ，紙 ピス トル， 紙 ラ ッパ ， 紙 テ ー プ，

紙 鉄 砲 ， かん しゃ く玉 ， 唐 子 ，刀 ，変 りび ょ う風 風 車 ， け ん玉 ， 肩章 ， 木 こま ，金 ぶ ち眼 鏡

金 太 郎 た こ，汽 車 遊 び ，汽 車 切符 ，切 手 ， きつ ね た こ， き じ車 ， こま ， こま な わ ， こま 打 棒 ，

首 飾 ，勲 章 ， 曲 こま ， 経木 真 田 ， 巻 た こ，豆 鉄 砲 ，万 灯 ， ま り， マ ス ク，松 川 船 ，面 こ， 水 眼

鏡 ，水 写 真 ，水 鉄 砲 ， 鉛面 こ， な ら しだ こ，鳴 り こ， なわ 飛 の な わ， 根木 ，人 形 ，人 形 た こ，

人 形 合せ ，上 り下 り車 ， のぞ き眼 鏡 お 花 こま， お は じき， 起 き上 り・ 起 き上 りお カ｝め ・起 き

上 り しし，起 き上 り小 ぼ う師， お もち ゃか ご，扇 た こ，折 紙 押 こま ， お手 玉 ， パ チ ンコ， ピ

ス トル ， ラヂ オ ， レ ンズ ， ろ う面 こ， ろ う石 ， さい ころ ，西 洋将 棋 ，せ み た こ， す ご六 ，摺 絵 ，

す りば ち ごま， 将 棋盤 ，竹鉄 砲 ， 竹 とんぼ ，竹 馬 ，竹 の葉 船 ， た こ，た こ絵， た こ糸 ， たか き

ご ま， 手 ま り， 手 品 がん 具 ，知 恵 組 木 ，知 恵 の輪 ，地 球 ごま， 千 代紙 ， とび 口， とん び だ こ，

と ん ぼ， とん ぼ ごま ， とん ぼ だ こ，飛 ん だ り踏 ね た り， 東海 道 す ご六 ，唐 人 だ こ ，唐 人 鉄砲 ，

と ら車 ， 鳥 船 ，つ ば め ，つ ぎ足 つ え， 土面 こ， つづ ら， ち ょう， た こ， た て ，腕 時 計 ，海 ほ う

づ き， うな り，雲 竜 た こ，映 し絵 ， うず巻 ごま ， や っこ だ こ， 山吹 鉄砲 ，や 次 郎兵 衛 ， 呼 子 ，

鄧便遊 び，銭 ご ま， 磁石 ， じゃん けん 紙 。

８０　 縁起物 ・郷土玩具 （省略）

附表 ２　 旧財団法人日本民族学協会附属民族学博物館 『民具標本所在簿』

　　　　 の内容８）

第 ５室

５０１　 弓矢，弩，皮 ぐつ……（中国東北地方）

　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　 １３

　　 シナ皮，ブ ドウつ る……　 　　 　　 ６

５Ｇ２ つえ，もり先，箱……（南 サハ リン）５４

５０３ 木 さら，わん，へ ら……（南 サハ リン）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ７４

５０４ 皮 ぐつ ，わ か ん じき ，皮 袋 ，耳 飾 … …

　 （南 サハ リン）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２２

５０５ 編 袋 ， 礼冠 ， 背 負 な わ， イナ ウ，酒箸

　 ．．．，．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ４８

５０６ わ ん， ぜ ん　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １６

５０７ 木 ば ち， タパ …… （ミク ロネ シア） １２

５０８　貝 貨 ， みの ， 首飾 … … （ミク ロネ シア）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４１

　 　 くし，首飾…… （台湾）　　　　　　 ７

　 　 みの， くし　　 　　　 　　　　 　　１９

５０９ 腰みの，水筒 （ミクロネシア）　 　 ２０

５１０ 木ばち，つ り針， ぎじ針 …… （ミクロネ

　 シア）　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 ５０

５１１ 貝斧 ， きね，鍋 …… （ミクロネシア）２５

５１２　木ばち，さ ら （ミクロネ シア）　　　１５

５１３ 凧 （中国 ４，朝鮮半 島 ２などを含む）３７

５１４ 矢筒，酒箸 ，弓，矢，小刀 （サハ リン

　 １３を含む）　　 　　　 　　　　 　　　 ５８

５１５　耳飾，飯ア ワのたね，餅 アワのたね

　 …… （台湾）　　 　　　　 　　　　 　 ３４

　 　 わ らじ （中国）　 　 　 　 　 　 　 　 １０

５１７ 木 さら （ミクロネシァ）　 　 　 　 １２

５１８ 木ばち，ひ しゃく （うち ミクロネ シァ

８）ここでは第 ２室 （漁具室），第 ５室，第 ６室 の部分を書 きだ した。第 １欄 は箱番号，第 ２欄は

箱の内容 第 ３欄 はその箱にいれ られている標本資料の件数，…… はその他 ，とくにカ ッコ内

で ことわ らない もの以外は国内資料を示す。植動物の名 と呼び名（方言）は片仮名であ らわ した。

見 出 しの書 き方は 『新 明解国語辞典』第二版の表現を参考に した。第 １欄で ５東， ６西 などと

あるのは置き場所が第 ５室東側 の壁のあた り，第 ６室西側の壁のあたりにあ った ことを示す。

８５９



　 ５，台湾 ２，朝鮮半 島 ２）　　　　　　 １８

５１９ なた，草か き， こき箸，す りこぎ……

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 ３１

５２０　削掛，おみきのつぼ，かゆかき棒……

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 １１５

５２１　 と石袋，なたの さや，墨つぼ，蚊や り，

　 火 薬いれ……　 　　 　　 　　 　　 　 ７３

５２２　ア ワ穂 ヒエ穂，削花，わ らさら……１６１

５２３ 苗代 こて，なた ， くわ，土掘 り……（う

　 ち朝鮮半 島 ２）　　　　　　 　　　　　４２

５２４ 張子馬，牛， はま弓　 　　 　 　　 　２３

５２５ 円座，まん じゅう笠．すげ笠 　　 　 １７

　 　 …… （朝鮮半 島）　　　　　　　　　 １１

５２６　おは ぐうつ ぼ， くし，かんざ し…… ３５

　 　 煙草いれ，火打石， きせ る入 れ，捨木

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 ３８

５２７ 腕輪 ，首飾 （ミクロネ シア）　 　　 ２５

５２８ なまはげの面 ……　 　 　　 　　 　 　１０

５２９ 瓦製造用のへ ら ・木型……　　 　　 １０

５３０　うどんあげ，奉納鳥居……　　 　　 ２４

５３１ ふ るい，み，喪帽……（朝鮮半島）　 ３４

５３２　 くし，鏡箱，わ らじ…… （朝鮮半島） ５６

５３３　 きせ る，ほう丁，煙草入 れ……（朝鮮

　 半 島）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２３

５３４ わ らじ （朝鮮半 島）　　　　　　　 ２７

５３５　 くわ，かま， しゃ く子 …… （朝鮮半 島）

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　１８

５３６　木 くつ， くつ （朝鮮半島）　　　　　 １７

５３７ おけ，ま くら，たらい，豆ふ箱， さら

　 　．．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８

５３８ そろばん，木はち，ぜん，湯 とう，な

　 　べ取 り……　 　　 　　 　　 　　　 　 １０４

５３９　のりす， のりざる　　　　　　　　　４

５４０ めんぱ，弁当行 り，わん，木地盆……

　 　（うち朝鮮半 島 ２）　　　 　　　　　　 ６８

５４１　ぜ ん　　　　　　　　　　　　　　　４

５４２ しゃく子 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３９

　 　　なべ取 り　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　２１

　 　　す り粉木 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　５

５４３ か さ （うち台湾 ２）　 　　　　　　 ６６

５４４ 牛 のくつ，馬の くつ， くつわ一 ・・　 ６５

５４５ 牛 の くら，鼻 ぐし，手綱　　　　　 ３５

５４６ 牛 の くつ，馬の くつ　 　　 　 　 　 　２６

　 　　つま掛わ らじ，わ らじ，わ らくっ　 ，４８

５４７ はばき，脚はん　 　 　 　 　 　 　 　３６

　 　　背負なわ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４

８６０
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５４８ 草履，わ らじ　 　 　 　 　 　 　 　 　５５

　　 背負なわ　 　 　　 　 　　 　　 　 　 ３８

５４９ かん じき　　　　　　　　　　　　 ５５

　　 田げた　　　　 　　　 　　　　 　　１１

５５０ わ らぐつ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　８１

　　 草履 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　６

５５１　わ らぐつ，つまかけわ らじ　 　 　 　３７

５５２ わ らじ （うち中国など ２）　 　 　 　 ８４

５５３ つまかけわ らじ，わらくつ　 　　　 ６１

５５４ 草履　　　　　　　　　　 　　　 １３２

５５５ 下た，滑 りげた，竹 げた　　　　 　 ６６

５５６ わらぐつ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　２８

５５７ 草履 （あ しなか）　 　　　 　　 　 １３０

５５８ 草履 （あ しなか）　　　　　 　　　 １２８

５５９ 草履 （あしなか）　　　　　　　　 １４０

５６０　草履 （あしなか）　　　　 　　　　 １３９

５６１ わ らぐつの型　 　　 　 　　 　 　　 ２５

　　 田げた　　 　　　　 　　　 　　　　 ６

５６２ か ご， くし，刀（バ リ，セ レベス， ジ

　　ャワ）　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 ２９

５６３ 草履 （あ しなか）　　 　　　　 　　 １５５

５６４　帯，前掛 ，弁 当袋，着物 　　　 　　７１

５６５　けはん，ふろ敷，着物　 　　 　　 　４５

５６６ 前掛，足袋，はば き……　　　　　 ４５

５６７ かご，面…… （ジャワ，セ レベス） １１

５６８ 首飾 ，わん，木 の葉の さら（バ リ，スマ

　　 トラ）　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ２３

５６９ 帯，けはん，頭 きん，手甲，たす き，

　　手ぬ ぐい　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　６９

５７０ 帯，手甲，仕事着 　　 　　 　 　　 　２８

５７１ 前掛，仕事着，山はかま　　　　　 ３７

５７２ 仕事着　　　　　 　　　　　　　　２０

５東　わ らぐつ，草履　　 　　　　 　　　４６

　　 　背負か ご　　　 　 ’　　　 　　　 １１

　　 　自在か ぎ　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　ｇ

　　 　そ り，ね こ車，竹 スキー（うちサハ リン

　　 ２）　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 １５

　　 　滑 り板 …… （うちジャワ５）　　 　 １０

５西　みの　　 　　　 　　 　　 　　 　　 ５１

５南 　自在か ぎ，掛 けか ぎ　　　　　　　１２

　　 　草履 （あ しなか）　 　　　　 　　　 ６７

　　 　絵馬　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　１０

　　 　天びん棒 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　９

　　 　石 うす，奉納額 　 　 　 　 　 　 　 　 ３

　　 　石像　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 ３

　　 　機 （地機）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２



中村　 アチック民具研究の道すじ

　　　 だるま　　 　　　 　　 　　 　　 　　２

５北　背負 はしご，背中当（うち朝鮮半島 １）

　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　４０

　　　 っむ，綿 くり器 　 　 　 　 　 　 　 　 ３

　　　 帽子，わん，衣類 （中国チヤハル ・緩遠

　　 地方）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４３

　　　 さじ，木ばち （うちサハ リン８）　 　 ９

　　　 郷土玩具 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　３０

　　　 草履，わ らじ　　　　 　　　　　　 １１

　　　 だるま　　 　　　　　　　　　　 　３０

　　　 こけ し，姉 さま人形……　 　 　 　 ３２

　　　 火薬入れ，手袋，皮足袋……　　　 ２２

　　　 背負は しご （朝鮮半島）　 　　 　　 ２

　　　 草履　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　１７

　　　 土 うす，か らうす，か らすき（朝鮮半

　　 島）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３

　　　 わ ら手袋 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３

第 ６室

　６０１ 背負か ご，かご，苗かご……（うち朝鮮

　　 半島 １）　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 １５

　６０２ び く，茶わんかご，魚かご 　 　 　 　２７

　６０３ か ご，手か ご……　 　 　　 　　 　 　３８

　６０４　ふ るい，バ ラ，いか き……　　　　　２１

　 ６０５　か ご，塩か ご （うち朝鮮半 島 １）　 ２９

　６０６　か ご，ッバキと りか ご・一 ・　　　　 ６２

　 ６０７ 箕，喪服，周衣（朝鮮半島 ４， 中国台湾

　　 省 １）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５

　 ６０８ ６０９ 欠番

　 ６１０　イタヤ細工製作工程見本　　　　　　８

　 ６１１ 背中当，ざる，なべのふた，そばす くい

　　 ．．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６

　 ６１２ 桑つ みか ご，背負かご，巻輪……（うち

　　 朝鮮半 島 ２）　　　　　　　　　　　 ２７

　 ６１３　ざる　 　　　　　　　　　　 　　　 １

　 ６１４ お とり入れ，タツの口，かご　 　 　 ２３

　 ６１５ 鳥かご，桑つみか ご，手 かご　 　　 １１

　 ６１６　 フジみ， もみとう し，桑ふるい　　 １６

　 ６１７ ふるい， み， くま手 （うち朝鮮半島 １）

　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　 １７

　 ６１８　魚かご，槍，箱 …… （うちスマ トラ１，

　　 バ リ４，ジ ャワ １，朝鮮半 島 １，台湾 １）

　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　 １６

　 ６１９　かご……　　　　　　　　　　　　　 ５

　 ６２０　なべ しき，火打箱，ふ ご……（うち朝鮮

　　 半 島 １）　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 １５

６２１ いづめ （い じこ），ふ ご，踏俵　 　 　１１

６２２ 編袋，腰か ご，手 かご……（うち朝鮮半

　 島 １）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２５

６２３ か ご，腰か ご，火 打かね，付木…… （う

　 ち朝鮮半 島 ２）　　 　　 　　 　　 　　 ７１

６２４　あんどん，ちょうちん， ランプ（うち朝

　 鮮半島 ３）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４４

６２５ ひ しゃく， しめ飾 り，わ らつと，モグ

　 ラ打 ち棒……（うち朝鮮半島 ２）　 　　 ４６

６２６ っむ，糸 わ く，手木　　　 　　　　　９

６２７ っむ，糸つむぎ，蚕網……　　　 　 １６

６２８ わ らつ と， ワラウマ， しめ飾 り　 　 ４１

６２９ っむ，お （苧）うみおけ，手代木 ……９０

６３０ 紡 ぎ車，糸わ く（うち朝鮮半島 １）　 １８

６３１ ふご，背中当…… （うち朝鮮半島 １）３０

　　 手かご，編袋　　　　　　　　　 　１９

　　 羽子板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　１２

　　 ウマのか しら，獅子か しら　 　　　 ２８

６３２ わ ら馬 ，精霊ふね， わらさら　 　　 ３０

６３３　ふご，さ らつ ぐら　　　　　　　　　４

６３４ なべ敷き，ほうき・…・・（うち朝鮮半島 ３）

　　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　 ３０

６３５　いづめ， ヨイサー （か ご）　　　　　 ６

６３６ いづめ， くわ，米つ きの輪 一 ・　　 １９

６東　 タケ （植物標本）　　　　　　　　　 ３

　　 みの， シュロ帽子　 　 　 　　 　 　 ３８

　　 背負か ご　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １

　　 はと笛，笛・…・・　　　　　　　　　 ３１

　　 郷土玩具，ウソ，手 まり……　　 　 ４５

　　 こま （独楽）（うち朝鮮半島 １）　　 ５１

６西　たて きね（うち朝鮮半島 １，台湾 ２）１４

　　 か らさお　　 　 　　 　 　　 　 　　 　５

　　　くわ，風 ろくわ，備中 くわ　 　 　 　１８

　　 かま，の こぎりがま　 　 　 　 　 　 　４１

　　 機 （はた），木 ばち （ミクロネ シア） ５

　　 ワラビのでん粉とりのふね　　 　　　１

　　 わ らぐつ，草履，わ らじ　　　 　　 ２８

　　 む しろ編み機 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２

　　 なた，なたのさや　　 　　　　 　　２６

６南　かめ，焼物　　 　　　 　　　　 　　１６

　　 か さ（イ ン ドネ シヤ ２，朝鮮半島 ２）　４

　　 つ きうす，す りうす　 　　　 　　　１６

　　　くま手 （うち朝鮮半島 １）　 　 　 　 ５

　　 雪か き　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　１４

　　　さ らえ，土 くれ打 ち……（うち朝鮮半島

　　３，　ドィッ １）　　　　　　　　　　　　 １４

８６１



　　　 からさお　　　　　　 　　　　　　 ８

　　　 たて きね （うち朝鮮半島 ２）　　　 １８

６北　郷土玩具　　　 　　　 　　　　 　 １９１

　　　 か らす き，すき，せんば……（うち朝鮮

　　 半島 １，ビルマ １）　　　　 　　　　 ２０

　　　 背負 は しご　　　　　　　　　　　 ３１

　　　 機 （はた）（朝鮮半島）　　　　　　 １

　　　 ござお り機　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　１

　　　 み，油 しぼり器 ・…・・（うち朝鮮半島 １）

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 ７

第 ２室 （漁具室）

　２００　船 の模型　　　　　　　　　　　　　２

　２０１　ぎ じ針，漁網　 　　　 　　　　 　　１３

　２０２　田げた （おおあ し）　　　　　　　 １５

　２０３ 魚おけ，水中眼鏡……　 　 　　 　 　 ５

　２０４　いそ箱 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　１１

　２０５　あか くみ，ざる　　　　　　　　　　９

　 ２０６ つ り針，やす，ぎ じ針　 　 　　 　 　７８

　 ２０８　ぶ ったい　　　　　　　　　　　　　 ４

　 ２０９ 船の模型 （うち中国 ２， シンガポール

　　　１）　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 ９

　 ２１０ 舟 の模型　　　　　　　　　 　　　１０

　 ２１１ 舟 の模型 （うちス リランカ １）　 　 １６

　 ２１２　いカ〉り　　　　　　　　　　　　　　　　　６

　　　 　 国立民族学博物館研究報告　　８巻４号

２１３　 うけ，ぶ ったい　　　　　　　　　　３

２１４　網，’うけ…… 　　　　　　　　　　　６

２１５ シジ ミとり，網 　 　 　 　 　　 ７

２１６ 網，うけ　　　 　　 　　・　 　　 　 ８

２１８　ぶ ったい，やす， うけ，　　 　　　　 ５

２１９　やす，網　　　　　 　　　　　　　 ７

２２０　うけ，網 （うち台湾 １）　　　　　 １５

２２１ 網，の りす き台 　 　 　 　 　 　 　 　 ５

２２２　のりしび， うけ（うち ミクロネシヤ１）

　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　 ２

２２３　 うけ，魚 かご　 　　　 　　 　　 　　 ７

２２４　うけ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　７

２２５　うけ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２１

２２６　 うけ （うち台湾 １）　　　　　　　 １９

２２７　タ コつ ぼ （うち朝鮮半 島 １）　 　　 　 ５

２２８　うけ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　２

２２９ うけ，網 　 　 　 　 　 　 　　 ２

２３０　うけ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　５

２３１　うけ （うち中国大陸 ２）　　　　 　 １８

２３２ 浮き　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３

２東　やす，かい，振 り棒・…・・　　　　　 ２９

２西　網 （見本）　　　　　　 　　　　　　 １

２南 水車 の車 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　１

　　 の り下た，浜下た　　 　 　　 　　 　 ７

附表３　草間このえ氏，草間千代氏によるあしなかの収集９）

収集年月日　　　　　採集地名　　　　　　　　　　６・６ 新潟県東頸城郡松之山（湯山）
１９３７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６・７　　〃　　　 〃　松之山（小谷　兎口）

　５・２０ 新潟県東頸城郡松代　（小尾丸）　　　　　 ６・９　　〃　　　〃　浦田　（浦田）

　５．２３　　〃　　　〃　安塚　（安坂）　　　　　　 ６・１０　　〃　　　〃　浦田　（崩田）

　５．２６　　〃　　　〃　安塚　（下保倉）　　　　　 ６・１０　　〃　　　〃　菱里　（上山）

　５．２７　　〃　　　 〃　安塚　（小谷嶋）　　　　　 ６・１２　　〃　　　〃　菱里　（二本木）

　５・２７　　〃　　　〃　保倉　　　　　　　　　　６・１３　　〃　　　〃　１Ｊ、黒　（朴ノ木）

５．２８　 〃　 〃 旭 　 （田麦）　 　 　 ６・１４　 〃　 〃 牧 　 （耕 タカオ）

　５・２９ 　〃 　 〃 旭　 （嶺藤尾）

　５。３０　　〃　　　〃　山平　（儀明）　　　　　　 ６・２０　　〃　中頸城郡鳥坂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６・２１　　〃　　　 〃　大鹿

　６・３　　〃　　　 〃　松之山（坪野）　　　　　　　６・２１　　〃　　　 〃　原通　（上大塚新田
’窃 爵

団法人日本民族学協会附属民族学博物館 『民具標本収蔵原簿』 によ る。同地方か ら収集 さ　

れたあしなかには， このほか収集者名が記入 されていない ものがかな りあ り， これは何 かの都

　合 で記入をさ しひかえたもの と考え られ るので，両氏の収集は この倍以上にのぼると思われる。

　 表中，（ ）内は字名。

８６２



中村　 アチック民具研究の道す じ

　　　　　　　　　　　　 上原新田　坂下

　　　　　　　　　　　　 小原新田　大原）

６・２２ 潟県 中頸城郡　原通　（四ツ谷　花房）

６・２３　　 〃　　　 〃　 関山　（桶海　大谷）

６・２４　　 〃　　　 〃　 豊葦　（樽本　上樽）

６・２５　　 〃　　　 〃　 豊葦

６・２６　　 〃　　　 〃　 上郷　（東関）

　　　　　　　　　　原通　 （大沢）

６・２７　　 〃　　　 〃　 上郷

６・２９ 長野県下水内郡柳原

７・６　　 〃　 下高井郡往郷

７・８　　〃　 　　 〃　 木高

７・１１　　 〃　 小県郡　中塩 田

７。２３　新潟県中頸城郡原通

７・２６ 長野県北佐久郡五郎兵 工新田

７・２９　　 〃　 南佐久郡切原　（皿 田）

７。３０　　 〃　　 　〃　 切原

７・３１ 　〃 　 〃 栄 （上村）

８・１　　 〃　　　 〃　 畑八

８・２　 　 〃　　 　 〃　 畑八　（大上野　上畑）

８・３　　 〃　　 　 〃　 栄

８・４ 長野県南佐久郡青沼

８・７　 〃　　 　 〃　 平賀

８・８　　 〃　　　 〃　 平賀　 （瀬戸）

８・１４ 新潟県中頸城郡下黒川

８・１８　　〃　 西頸城郡木浦

８・２０　　〃　　　 〃　 能生谷 （小見）

８・２０　　 〃　 中頸城郡黒川

８・２４　　 〃　　　 〃　 桑取　 （北谷　吉尾）

８・２５ 新潟県西頸城郡名立

８・２６　　 〃　　　 〃　 名立　 （折居）

８・２７　　〃　　 　 〃　 名立　 （七山）

８・３０　　 〃　 東頸城郡浦 田

　９・１　　 〃　 西頸城郡能生谷 （溝尾）

ｇ．２　　 〃　　　 〃　 能生谷 棚口

９・３　　 〃　　　 〃　 能 生谷 （下倉）

９・６　 〃　 　　 〃　 能生谷（ウズ ラ石）

　９・７　　 〃　　　 〃　 大和川 （坂井）

９・７　 〃　　 　 〃　 西海

　９・８　　 〃　　　 〃　 西海　 （真光寺　 中余）

　９・９　　 〃　　　 〃　 西海　 （来海沢　釜沢）

９・１１　　 〃　　　 〃　 下早川（日光寺）

　９・１４　　 〃　　　 〃　 上早川

　９・１６　　 〃　　　 〃　 上早川（大平）

　９・１７　　 〃　　　 〃　 上早川 （砂場）

１０・２　　 〃　 中頸城郡新道

１９３８

　３・６　 　〃　　　 〃　大潅

　３・１１　　 〃　　　 〃　柿崎

　３・１３　　 〃　　　 〃　 下黒川

　３●１４　　　　〃　　　　　　〃　　黒ＪＩＩ

　３・１６　　 〃　　　 〃　 吉川

　３・２０　　 〃　　　 〃　 吉川

　３・２１　　 〃　　 　 〃　 吉川

　３・２２　　 〃　　　 〃　 旭

　３・２３　　 〃　　　 〃　 旭

　３・２３　 〃　 　　 〃　 永

　３・２４　　 〃　　　 〃　 八千浦
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